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会員各位へお知らせ

施設負担金の減免申請について

　岡山県医師会�会費・入会金徴収規程に基づき、令和８年度の施設負担金の減免申請を受付

いたします。１年間の医業収入から、薬剤購入額を控除した差引医業収入が、下記に示す一

定額に満たない場合、減免対象となります。

施設負担金減免額

　＊診療所

　　　差引医業収入が3,000万円に満たない場合……規定額の2/3に減額する。

　　　差引医業収入が1,000万円に満たない場合……規定額の1/3に減額する。

　　　差引医業収入のない場合�………………………免除する。

　＊病　院

　　　差引医業収入が11,000万円に満たない場合……規定額の2/3に減額する。

　　　差引医業収入が　6,000万円に満たない場合……規定額の1/3に減額する。

　　　差引医業収入のない場合･･………………………免除する。

　＊その他の施設･･………………………………………別途協議

記入に関する注意点

　１．申請書は自己申告とします。証拠書類等のご提出は不要です。

　２�．施設負担金の減免申請は年度毎に必要です。（翌年度に自動で継続となることはござい

ません。）

　３�．収入額の計算期間は原則前年１月から12月分の医業収入（診療報酬総額、自賠責、労災、

自由診療等すべて）です。決算期間が異なる場合は、その期間とします。

　４�．控除する薬剤購入額は、内服薬、外用薬の仕入金額です。これ以外は控除の対象にな

りません。（院内処方、院外処方の調整のため。）

　＊減免申請書は、郡市等医師会・岡山県医師会にご用意いたしております。

　　減免申請書は、各郡市等医師会にご提出をお願い申し上げます。

　　（提出期限・・・令和８年３月13日（金））

　＊�収入額の計算期間中に補助金、助成金等の受取がある場合は、減免の取り扱いに変更が

生ずる場合がございますので、岡山県医師会�経理課までお知らせください。

岡山県医師会　経理課
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新人指導医がおもうこと
� 川崎医科大学総合医療センター　シニアレジデント　河田真由子

　川崎医科大学総合医療センター�内科（総合内科学２）の河田真由子です。
岡山県出身で鳥取大学を卒業した卒後６年目です。消化器内科分野を担当し
ており、初期臨床研修より当院に勤務しております。前回執筆された出口先
生は、初期研修医なりたての時期に当科に８週間研修に来てくれました。そ
れ以降も当直業務を中心に何かと頻回なご縁があります。この前は一緒に焼
き鳥をたくさん食べました！彼女は傍から見ているだけでも日々パワフルに
楽しく過ごしている印象でこのまま２年目に向けて邁進してほしいです。
　さて、初期研修医１年目は色んな意味で不安定になりやすいです。という

のも医師としても社会人としても、病院の職員としても全部「１年目」に該当してしまいます。
研修開始直後の当時の私は、早く何者かになりたい気持ちはあっても、体も頭も追いついていな
くて苦戦しました。残念ながら医療現場のピンチはルーキーだろうが成長を待ってくれることは
なく……。私の人生初めての当直では夜中に病棟急変症例に遭遇し、初めて担当患者を持った時
の初めての週末は患者急変に遭遇し、当時はコロナ第１波で、混乱の中、救急当直でのfull�PPE
対応を初めて当院で導入した日も私の当直の日だったような気がします。
　当院は二次救急で、救急外来はcommon�diseaseの他に、超重症症例、教科書にはどう対応すべ
きかどこにも載っていない複合的な要素が絡んだ症例などバリエーションに富んだ症例で溢れて
います。１年目序盤はうまくできることの方が少なくて、自己嫌悪にも陥ったこともありました。
ただ、それでも今日まで内科レジデントとして勤務を継続しつつ、今では初期研修医の指導にも
関わらせていただけるようになったのは、当時より担当した患者さんから得た経験と、今日まで
ご指導・サポートくださった先生・スタッフ各位、臨床医としての背中をみせてくださった先輩
医師あってのことだなと有難く感じています。研修医の先生にはコロナが少し落ち着いた今の環
境で経験できることを大事に、何でも挑戦してほしいと思っていますし、相談に来てくれた時に
は当時を思い出しながら一緒に考えるようにしています。
　１年目の後半になってくると、全体が少し俯瞰してみえてきます。救急外来で初療の方針設定
や患者家族への説明、入院後の対応など、初期研修医でも自信を持ってできることを増やしなが
ら、臨床経過の先読み精度やアセスメントの丁寧さ、処置のスピード感など細部にもこだわって
もらえるように指導している（つもり）です。１年間吸収できたことを来年以降の初期研修医に
も伝えていってほしいです。
　消化器内科（総合内科学２）としては、消化管・肝・胆膵と守備領域が広く、併せて一般内科
疾患も担当しています。研修にきてくれた先生には病棟のマネジメントや検査・治療の計画など、
他科をローテーションする際にも役に立ちそうなことを中心に、当時知りたかったことを思い出
しつつ伝えるようにしています。ただ、緊急入院も多い診療科でもあり、出口先生が見たのはバ
タバタしているかっこよくない私の姿ばかりだった……と思います。それでも内科が好き！消化
器ちょっといいかも？と言ってくれる彼女をはじめ、当院には頑張っている研修医が多く、その
気持ちに応えていきたいですし、初心を忘れることなく精進を重ねていきたいと思っています。
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